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コロナ経て 初夏の彩り　5 月 3 日は竹鼻まつり

2019 年撮影



　
国
が
今
年
１
月
１
日
時
点
の
公

示
地
価
を
発
表
し
ま
し
た
。
県
内

の
住
宅
地
と
商
業
地
の
前
年
か
ら

の
変
動
は
、
と
も
に
31
年
連
続
の

下
落
と
な
っ
た
も
の
の
、
下
落
幅

は
い
ず
れ
も
前
年
よ
り
縮
小
し
て

い
ま
す
。
工
業
地
も
上
昇
し
た
地

点
が
増
え
て
お
り
、
長
引
い
た
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
県
内
の
経
済
が
順
調

に
回
復
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
羽
島
市
で
は
、
住
宅
地
・
商
業

地
・
工
業
地
の
い
ず
れ
の
分
野
で

も
、
市
内
の
基
準
値
が
上
昇
率
の

上
位
地
点
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し

た
。
工
業
地
で
は
、
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け

る
土
地
利
用
の
期
待
感
か
ら
、
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
公
示
地
価
は
、
交
通
利
便
性
の

向
上
や
景
況
感
の
改
善
、
人
口
の

増
加
等
に
よ
り
上
昇
す
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
が
数
字
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。

　　
移
住・定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
で
住
宅
を
新
築
・
取
得
ま
た

は
既
存
の
住
宅
を
増
築
し
た
際
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

 

主
な
交
付
要
件　

①�

１
年
以
上
市
外
に
居
住
し
て
い

る
こ
と

②�

親
が
1
年
以
上
継
続
し
て
市
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と

③�

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
こ
と

④�

親
と
の
近
居
・
同
居
を
目
的
に

市
内
で
住
宅
を
新
築
・
取
得
ま

た
は
増
築
す
る
こ
と

⑤�

５
年
以
上
継
続
し
て
交
付
の
対

象
と
な
る
住
宅
に
居
住
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と　

※
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
あ
り

 

対
象
と
な
る
住
宅

①�

建
築
基
準
法
な
ど
法
令
に
基
づ

き
適
正
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

②�

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
が

実
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
地
震

に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
建
築

基
準
法
の
規
定
に
適
合
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
住
宅　

 

交
付
額

　
10
万
円

 

フ
ラ
ッ
ト
35
と
連
携

　
交
付
対
象
者
は
、
独
立
行
政
法

人
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
提
供
す

る
全
期
間
固
定
金
利
型
住
宅
ロ
ー

ン
で
あ
る
フ
ラ
ッ
ト
35
の
借
入
金

利
を
一
定
期
間
引
き
下
げ
る
制
度

【
フ
ラ
ッ
ト
35
】地
域
連
携
型（
子

育
て
支
援
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
（
内
線
２
３
４
４
）
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【住宅地の地価上昇率　上位地点】　
順位 調査地点 価格 上昇率

1 多治見市音羽町 1-16-4 873 3.2
2 岐阜市加納本町 3-7-1 外 1740 3.0
3 多治見市宝町 3-178-3 614 2.3
4 羽島市舟橋町宮北 8-20 443 2.1
5 岐阜市西荘 3-16-30 1020 2.0
6 岐阜市八ツ梅町 1-5 1040 2.0
7 岐阜市加納堀田町 1-19-3 1110 1.8
8 岐阜市端詰町 20 1210 1.7
9 瑞穂市只越村前 1030-5 666 1.7
10 岐阜市金町 6-17-1 3160 1.6

【商業地の上昇率　上位地点】　
順位 調査地点 価格 上昇率

1 岐阜市吉野町 5-17 外 6480 4.3
2 岐阜市清住町 1-9 1480 2.1
3 多治見市音羽町 1-224 1490 2.1
4 高山市花里町 6-25-2 外 2560 2.0
5 高山市上三之町 51 2790 1.8
6 岐阜市高野町 6-13 1160 1.8
6 岐阜市加納朝日町 2-46 外 1160 1.8
8 岐阜市加納清水町 3-7-1 外 2420 1.7
9 多治見市栄町 1-5 外 1270 1.6
10 羽島市福寿町浅平 2-18 外 523 1.6

【工業地の上昇率　上位地点】　
順位 調査地点 価格 上昇率

1 羽島市上中町中村付 160-1 外 297 1.7
2 大垣市横曽根 4-16 外 281 1.4
3 大垣市中曽根町四反田 520 外 268 1.1

※住宅地、商業地、工業地とも 1 月 1 日時点
　単位・1㎡、百円、上昇率（％）は前年同期比

ま
ち
づ
く
り
の
成
果

市
内
の
地
価
上
昇　
土
地
需
要
が
高
ま
る

住
・
商
・
工
と
も
に

市
内
地
点
が
ラ
ン
ク
イ
ン

県
内
地
価
ト
レ
ン
ド

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
基
調

近居・同居支援給付金

はしまはしまののイベントイベント 再開 再開　

　新型コロナの影響により、全国的にイ
ベントが停滞していました。新型コロナ
の 5 類移行の方針を受け、市では各種イ
ベントを再開するとともに、主催団体に
対する補助金の交付、運営事務や広報な
どの側面援助を行うことで、にぎわいの
再生・再興に取り組みます。

　昨年度、試行的に導入し人気を博した
キッチンカーや、市役所駐車場を活用し
たマルシェ形式のイベントも継続・定期
開催化が決定。新型コロナの感染防止対
策も継続しながら、市民の皆さんや市外
からの観光客が安心・安全に楽しめるイ
ベント運営を行います。

イベントスケジュール（年間）　
日程 イベント

5 ⺼ 上旬  美濃竹鼻ふじまつり
 竹鼻まつり

７⺼ 下旬  キッチンカーイベント
 in コスモパーク羽島

10 ⺼ 下旬  はしま de マルシェ
 ( ひつじサミット尾州 )

11 ⺼
上旬  羽島美濃菊展

 ピクニック日和
中旬  ぎふ羽島駅前フェス

詳細は、広報はしまや市ホームページ、市公
式 LINE 等の SNS でお知らせします。

制
度
内
容
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

羽っぴぃ住まいる♪
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試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

実務経験者 若干名 昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、国・地方自治体で常勤職員としての行
政実務経験が継続して５年以上ある人

12月1日～
令和6年1月31日

随時土木C 若干名
昭和 59 年４月２日以降に生まれた人で、以下の条件を全て満たす人
①高校卒業以上で、土木に関する専門課程を修めた人
②民間企業等で土木職としての職務経験が 5 年以上ある人 4月17日～

11月30日

電気主任技術者 1人 昭和 48 年４月２日以降に生まれた人で、電気主任技術者（第３種以上）の資格
を有する人

注意事項
1　�学歴は受験資格のとおりです。卒業は令和 6 年 3 月卒業見込みを含みます。ただし、資格・免許職は資格・免許の

取得が採用条件となります。
2　一般事務Ｃ・土木Ｂ・消防Ｂ・自己推薦Ｂは、大学卒業以上の学歴を有する人（卒業見込みを含む）は受験できません。
3　全ての試験区分で、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　・日本の国籍を有しない人
　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・羽島市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、またはこれに加入した人
4　看護師の採用試験は、本号に第 1 回のみ掲載していますが、全 4 回実施します。
5　この試験案内に掲載する各試験を併願することはできません。
6　随時採用・看護師採用は、申込受付期間内であっても、採用の状況によっては募集を終了する場合があります。
7　専門職としての採用であっても、一般事務に異動になる場合があります。	
問い合わせ先　市役所区分・随時採用　職員課（内線 2373）、市民病院区分　市民病院総務課☎（393）0111

求求められてめられて

　　能力能力をを生生かすかす

羽羽
コ ココ コ

島島でで

市職員採用試験市職員採用試験

試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

市
役
所

一
般
事
務

A 5人程度 平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた人（大卒以上） 5月22日～6月23日 7月9日（日）

B
若干名

昭和 59 年 4 月 2 日から平成 6 年４月１日までに生まれた人（大卒以上）
7月31日～9月1日 9月17日（日）

C 平成 10 年 4 月 2 日以降に生まれた人（高卒または短大卒）

土
木

A 2人程度 平成 3 年 4 月 2 日以降に生まれた人
（高専または大卒以上で、土木に関する専門課程を修めた人） 5月22日～6月23日 7月9日（日）

B 若干名 平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた人
（高卒で、土木に関する専門課程を修めた人）

7月31日～9月1日 9月17日（日）

消
防

A
3人程度

平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた人（大卒以上）
B 平成 12 年４月２日以降に生まれた人（高卒以上）

自
己
推
薦

A

若干名

平成 3 年 4 月 2 日以降に生まれた人（高卒以上）で、スポーツ・文化・芸術・
研究・地域活動等の分野で大きな実績・成果（高校入学以降）を収めた人

B

令和 6 年 3 月に高校卒業見込みの人で、以下の条件を全て満たす人
①平成 15 年 4 月 2 日以降に生まれた人
②高校生活を通じてクラブ活動、学校行事（生徒会活動・文化祭・体育祭
等）、地域活動等の分野で活躍した人
③高校１～２年生までの調査書記載の全体の評定平均値が４以上の人

実務経験者 若干名 昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、国・地方自治体で常勤職員とし
ての行政実務経験が継続して５年以上ある人

市
民
病
院

臨床研修医 4人 大学の医学部、医科大学を卒業し、令和 6 年３月までに医師免許を取得見込みの人 7月3日～28日 8月10日・17日

後期研修医 4人 2 年間の前期研修を終了した３年目以降の医師 12月1日～2月17日 随時
看護師

（第1回） 20人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに看護師免許を取
得見込みの人または看護師の資格を有する人

5月10日（水）まで 5月27日（土）
薬剤師 1人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに薬剤師免許を取

得見込みの人または薬剤師の資格を有する人
臨床工学

技士 1人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに臨床工学技士免
許を取得見込みの人または臨床工学技士の資格を有する人

7月10日（月）まで 7月28日（金）
臨床検査

技師 1人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに臨床検査技師免
許を取得見込みの人または臨床検査技師の資格を有する人

令和令和 66 年年 44 月月 11 日採用日採用随時採用

基
礎
能
力

基
礎
能
力

　
人
物
本
位

　
人
物
本
位
でで
選
考
選
考
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令
和
５
年
春
開
始
接
種

接
種
実
施
期
間　
５
月
８
日
～
８

月
31
日　

対
象
者　
初
回
接
種
を
終
了
し
た

①
②
③
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②�

5
歳
以
上
65
歳
未
満
で
基
礎
疾

患
を
有
す
る
人

③�

医
療
従
事
者
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
施
設
従
業
員
等

接
種
間
隔　

前
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
３
カ
月
後
よ

り
接
種
可
能
で
す
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
券
の
発
送　
接
種
可
能
な
65

歳
以
上
の
人
に
は
、
４
月
下
旬
よ

り
順
次
郵
送
し
て
い
ま
す
。

使
用
ワ
ク
チ
ン　

６
月
18
日
ま
で

の
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン

（
B
A
・
4
／
5
）、
６
月
19
日
以

降
は
モ
デ
ル
ナ
社
製
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン
（
B
A
・

4
／
5
）
を
使
用
し
ま
す
。

令
和
５
年
秋
開
始
接
種

接
種
開
始
時
期　
９
月
以
降　

対
象
者　
追
加
接
種
可
能
な
全
て

の
年
齢
の
人　

注
意
事
項　
令
和
５
年
秋
開
始
接

種
の
詳
細
は
後
日
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
初
回
接
種
（
１
・
２

回
目
）
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

ま
ず
は
従
来
株
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
間
隔　
初
回
接
種
２
回
（
１

回
目
接
種
と
２
回
目
接
種
の
接
種

間
隔
は
21
日
間
）
接
種
後
に
３
カ

月
の
間
隔
を
あ
け
て
追
加
接
種
を

し
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２

価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
８
月
31
日
ま
で
の
間

に
１
回
（
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
は

さ
ら
に
１
回
）、
９
月
１
日
以
降

に
さ
ら
に
１
回
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

使
用
ワ
ク
チ
ン　

初
回
接
種
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
小
児
用
１
価
ワ

ク
チ
ン
（
従
来
型
）、
追
加
接
種

は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
小
児
用
２
価

ワ
ク
チ
ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
）
を
使
用
し
ま
す
。

※
接
種
券
の
発
送　
乳
幼
児
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
に

は
５
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
た
ら
、

小
児
用
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
券
を
郵

送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
５
月
８
日

以
降
に
追
加
接
種
の
対
象
者
と
な

る
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。

接
種
間
隔　
初
回
接
種
３
回
（
１

回
接
種
後
、
通
常
３
週
間
の
間
隔

を
あ
け
て
２
回
目
を
受
け
、
２
回

目
接
種
後
８
週
間
の
間
隔
を
あ
け

て
３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。）

使
用
ワ
ク
チ
ン　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
乳
幼
児
用
１
価
ワ
ク
チ
ン
（
従

来
株
）
を
使
用
し
ま
す
。

※
接
種
券
の
発
送　
生
後
６
カ
月

に
な
る
頃
に
、
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
券
を
郵
送
し
ま
す
。

2023.5　広報はしま 6

令和 5 年度　新型コロナワクチン接種

医療機関で個別に　自己負担なし　
問い合わせ先　コールセンター☎ 0120（567）623

集団接種は実施しません
　令和 5 年度は、不二羽島文化センターで実施
していた集団接種を実施しません。

　令和 5 年度のワクチン接種は、市で予約の割
り当てを実施しません。乳幼児（6 カ月以上 4 歳
以下）、小児（5 歳以上 11 歳以下）は右下の二
次元コードで接種医療機関を確認し、連絡してく
ださい。その他の人はコールセンターへ電話もし
くはインターネットを利用し、ワクチン接種の予
約をしてください。

ご自身で接種予約が必要です

 

12
歳
以
上
の
人

65 歳未満の人　接種券の申請が必要です
　令和 5 年度は、65 歳以上の高齢者に接種券を郵送
します。65 歳未満の人は、ご自身で接種券の申請を
してください。（下段の※に該当する場合を除く）
①インターネットによる申請

　https://www.city.hashima.lg.jp/0000015293.html

②電話による申請
　ワクチン対策室☎（392）1111（内線 5304）

③窓口での申請
　本人確認書類（運転免許証、保険証など）をご持参
の上、羽島市役所 1 階の 33 番窓口へお越しください。
ご本人以外が申請する場合は、申請者の本人確認書類、
接種する人の本人確認書類と委任状が必要です。
・�乳幼児・小児用の接種券を申請される場合は、母子

健康手帳をご持参ください。
・�乳幼児・小児用接種券の再発行申請は窓口申請のみ

となります。
 

5
歳
以
上
11
歳
以
下
の
人

 

６
カ
月
以
上
４
歳
以
下
の
人

　乳幼児・小児ワクチン
　接種医療機関

　接種予約
　サイト

　

　
市
で
は
、
財
政
の
透
明
性
を
高

め
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
企
業
の
会
計
手
法

を
参
考
と
し
た
財
務
書
類
４
表
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
対
象

範
囲
は
、
総
務
省
が
示
す
基
準
の

う
ち
、
一
般
会
計
等
（
羽
島
市
に

お
い
て
は
一
般
会
計
、
イ
ン
タ
ー

北
・
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
）
で
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
公
共
施
設
や

現
金
な
ど
の
市
の
資
産
と
、
そ
れ

ら
を
取
得
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た

市
税
や
市
債
（
借
金
）
な
ど
の
財

源
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
〈
資
産
〉
の
合
計
と
〈
負
債
＋

純
資
産
〉
の
合
計
が
同
額
で
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
、「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
や
ご
み
の
収
集
な
ど
、
資

産
形
成
に
繋
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ス
ト
と
、
利
用
料
・
手

数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
額
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
経
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
た
コ
ス
ト
が
ど
れ
く
ら
い
受

益
者
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

　
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
令
和
３
年
度
中
に
ど
の
よ
う
に

増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。

　
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
す

も
の
で
、そ
の
性
質
別
に
区
分
し
、

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
が
充
て

ら
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

業
務
活
動
収
支
の
余
剰
分
が
、

公
共
施
設
等
整
備
費（
投
資
活
動
）

や
市
債
償
還
（
財
務
活
動
）
な
ど

の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

※
財
務
書
類
４
表
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
務
課
（
内
線
２
４
９
１
）

 

市
の
台
所　

財
政
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表

令
和
３
年
度

財
務
書
類
４
表

　

①
貸
借
対
照
表

　

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

③
純
資
産
変
動
計
算
書

　

④
資
金
収
支
計
算
書

①貸借対照表（バランスシート）
 資産　　　　　　　　　　　　　　 1,185.3 億円

※市民 1 人当たり 177.1 万円（前年比＋ 2.1 万円）
　　　住民サービスを提供するための資産と
　　　将来、市の収入になる可能性がある市税など
固定資産（道路・学校など）　　　　 920.7 億円
投資等●（出資金、基金など）　　　　210.7 億円
流動資産（現金預金、未収金など） 53.9 億円
　　　　　うち資金 14.6 億円
　　　※�貸借対照表の資金は、資金収支計算書の残高

に歳計外現金（0.7 億円）を加えています。
 資産合計　 1,185.3 億円

 負債　　　 288.7 億円
　　※市民 1 人当たり 43.1 万円（前年比＋ 3.5 万円）
　　市債（借金）などにより将来の世代が負担する金額
固定負債　 264.8 億円
流動負債　 23.8 億円
純資産 896.6 億円
　　　※市民 1 人当たり 134.0 万円（前年比△ 1.4 万円）
　　　資産を形成するために現在までの
　　　世代が負担した支払い済みの金額

 負債・純資産合計 1,185.3 億円

②行政コスト計算書
 純経常行政コスト　　　　　 243.9 億円
　資産形成につながらない行政サービスにかかる経費

経常費用 　250.2 億円
人にかかるコスト　
　（職員給与・議員報酬など） 31.9 億円
物にかかるコスト　
　（物品購入費、施設修繕費など） 104.6 億円
その他のコスト　
　（市債の利子など） 2.0 億円
移転支出的なコスト　　
　（扶助費、補助金など） 111.7 億円

経常収益
　（施設利用料など受益者負担額） 6.3 億円

 臨時損益　　　　　　　　　　 0.1 億円
 純行政コスト　　　 243.8 億円

③純資産変動計算書
前年度末（R2年度末）純資産残高　 910.2 億円
当期変動高　 △ 13.6 億円
　純行政コスト　 △ 243.8 億円
　財源（税収等、補助金）　 233.1 億円
　その他　 △ 2.9 億円

本年度末（R3 年度末）純資産残高　 896.6 億円

財務書類４表（一般会計等）の関係図

※市民 1 人当たりの金額は令和 4 年 4 月 1 日（前年分は令和 3 年 4 月 1 日）の人口より算出

④資金収支計算書
前年度末（R2 年度末）資金残高　 7.4 億円
資金増減高 6.6 億円
 業務活動収支 28.4 億円
 投資活動収支 △ 38.6 億円
 財務活動収支 16.9 億円

  本年度末（R3 年度末）資金残高　 14.0 億円
※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げが
　合計と一致しないことがあります。
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市
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策

の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
発
生
時
に
お
い
て
、
木
造
住
宅
の

倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど
高
い
で
す
。
老

朽
化
や
少
な
い
耐
力
壁
な
ど
、
構
造
上
の

バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の
要
因
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
性
を
確
保
し
、
自
分
や
家

族
の
安
全
性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

①
無
料
の
耐
震
診
断

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅

に
お
い
て
、
市
が
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震

相
談
士
を
派
遣
し
無
料
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。
木
造
住
宅
の
所
有
者
で
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
人
が
申
請
で
き
ま
す
。

予
定
件
数　
20
件

申
込
期
間　
5
月
8
日
～
12
月
4
日
（
先

着
順
）

②
耐
震
改
修
工
事
の
一
部
補
助

　
前
記
の
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

③
耐
震
診
断
の
一
部
補
助

　
前
記
の
木
造
住
宅
以
外
で
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
の
建
築
物
の
所
有
者
が
、
建

築
士
に
依
頼
し
て
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
例
年
、
①
～
③
の
事
業
を
同
時
に
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
②
・
③
の

募
集
開
始
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
②
・
③

の
詳
細
は
別
途
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課
（
内
線
２

１
３
４
）

受
診
資
格　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

で
、
納
期
到
来
分
ま
で
の
保
険
税
（
料
）

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

※
検
査
結
果
を
市
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

に
同
意
が
必
要
で
す
。

受
診
日　
６
月
か
ら
令
和
６
年
２
月
末
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

費
用　
9
７
０
０
円
（
オ
プ
シ
ョ
ン
希
望

者
は
別
途
自
己
負
担
）

定
員　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
2
５
０

人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
50
人

（
先
着
順
）

申
請
方
法　
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
保

険
年
金
課
へ
申
請
（
電
話
予
約
可
）

受
付
開
始
日　
５
月
10
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金

課
医
療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）、
後

期
高
齢
者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）
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木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

地
震
か
ら
命
を
守
る

 グリーン化特例と重課
納期限は 5 月 31 日（水）

車種区分

初度検査
年月が平
成 27 年
3 月以前
の車両

初度検査
年月が平
成 27 年
4 月以降
の車両

グリーン化特例 重課

電気自動
車・天然
ガス自動
車※1

燃費性能 初度検査
から13年
経過した
車両

特に優れ
ている車
両※2

優れてい
る車両
※3

三輪 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円
※4

3,000円
※4 4,600円

四
輪

乗
用

営業用 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 2,700円

対象外

12,900円

貨
物

営業用 3,000円 3,800円 1,000円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 1,300円 6,000円

※1 �平成30年排出ガス規制適合または平成21年排出ガス規制適合かつ10％以
上窒素酸化物を低減する車両

※2 令和2年度基準達成かつ令和12年度基準90％達成車両
※3 令和2年度基準達成かつ令和12年度基準70％達成車両
※4 乗用営業用のみ対象
初度検査年月および各燃費基準の達成状況は、車検証でご確認ください。

区分 今年度の税額

原動機付自転車

総排気量50cc 以下 2,000 円

総排気量50cc 超90cc 以下 2,000 円

総排気量90cc 超125cc 以下 2,400 円

ミニカー
（三輪以上で総排気量20cc超50cc以下） 3,700 円

軽二輪車 総排気量125cc 超250cc 以下 3,600 円

小型二輪車 総排気量250cc 超（側車付を含む） 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用（最高速度35km/h 未満） 2,400 円

その他のもの（最高速度15km/h 未満） 5,900 円

三輪・四輪の軽自動車の税額表2

原動機付自転車・二輪車等の税額表1

軽自動車のお知らせ

　グリーン化特例は、燃費性能が優れ、環
境負荷が小さい軽自動車の軽自動車税 (種別
割)を軽減するものです。昨年度と同様の軽
減制度が継続されます。
　今年度の税額は、原動機付自転車・二輪
車等は表１、三輪・四輪の軽自動車は表２
のとおりです。

グリーン化特例の対象車両
　令和４年４月１日から５年３月 31 日ま
でに新規取得した車両です。

税率の上乗せ（重課）
　平成 22 年３月以前に初めてナンバー登
録をした環境負荷の大きな車両は、表２の
とおり重課が適用されます。なお、電気自
動車や天然ガス自動車は重課が適用されま
せん。

期限までに納付を
　軽自動車税の納期限は５月31日（水）です。
　軽自動車税（種別割）は、納付書に記載
された二次元コードや eL 番号を用いて、
eLTAXでの納付ができるようになりました。
　また、三輪・四輪の軽自動車は、軽自動
車税（種別割）の納付情報をオンラインで
確認することができるようになったため、
納税証明書が不要となる場合があります。

問い合わせ先　税務課諸税係（内線2232）

人間ドック費用を人間ドック費用を
助成助成
2023.5　広報はしま 8

　羽島市平方第二土地区画整理組合が整
備を進めていた福寿町平方地内の道路
を、3 月 31 日に市が管理を引き継ぎ、
市道として供用を開始しました。これに
より、産業と住環境が調和した活力ある
まちづくりの形成が期待されます。
問い合わせ先　都市計画課（内線 2143）

道路の供用開始
（福寿町平方）

平方第二土地区画整理事業地内 長良川

供用開始道路



　　
「
守
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
温
か
く
心

に
響
く
。
子
守
、
花
守
…
。
コ
ロ
ナ
禍
、

物
価
高
な
ど
圧
の
あ
る
時
代
の
中
で
︿
守

ら
れ
た
い
﹀
と
い
う
心
持
ち
の
人
は
多
い

の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
気
分
が
映
り
込

ん
だ
の
か
背
割
堤
の
桜
を
み
て
「
川
守
の

桜
だ
な
あ
」
と
感
じ
入
っ
た
▼
羽
島
市
最

南
端
、木
曽
三
川
分
流
碑
の
あ
る
背
割
堤
。

約
2
㌔
に
桜
が
並
ぶ
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
に
撮
る
若
者
、毎
年
来
る
市
民
。

量
感
が
半
端
な
い
花
房
を
思
い
思
い
に
楽

し
ん
だ
▼
「
背
割
堤
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の

光
景
。
明
治
改
修
は
長
良
川
と
木
曽
川
の

流
れ
を
分
ち
治
水
対
策
と
し
た
。
両
河
川

が
悠
々
と
流
れ
る
。
水
場
地
帯
を
田
園
に

変
え
、
堤
体
強
化
に
桜
を
植
え
た
先
人
の

格
闘
の
賜
物
だ
。
こ
う
し
た
背
割
堤
は
淀

川
な
ど
全
国
各
地
に
あ
る
が
木
曽
三
川
は

別
格
だ
▼
「
川
守
」
は
元
々
、
川
の
渡
し

を
守
る
人
の
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
私
は
︿

川
を
守
る
こ
と
が
こ
の
地
を
守
る
﹀
と
の

意
味
を
の
せ
て
『
川
守
の
桜
』
と
呼
び
た

い
。
悠
久
の
時
間
と
雄
大
な
光
景
に
抱
き

と
ら
れ
る
気
が
す
る
か
ら
。「
カ
ワ
モ
リ

の
桜
」
は
い
い
。

　　　　  税率等は据え置き 軽減制度は拡充   

※ 1　�世帯主・後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の総所得
金額も含める。

　　　�4 年度の 5 割軽減の計算式は 43 万円＋ 28 万 5,000 円×被　　　　　　
保険者数 +10 万円×（給与所得者等の数－ 1）

　　　�4 年度の 2 割軽減の計算式は 43 万円＋ 52 万円×被保険者数
+10 万円×（給与所得者等の数－ 1）

※ 2　後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の人数も含める。
※ 3　一定額以上の給与所得者と公的年金の支給を受ける人

税率・税額は据え置き
賦課限度額は一部引き上げ
　令和 5 年度国民健康保険税の税率・税
額および賦課限度額は、右の表 1 のとお
りです。
　税率・税額は、長引く物価高騰の影響
を考慮し据え置きとします。また、「後期
高齢者支援金分」の賦課限度額を引き上
げます。

軽減制度の対象範囲を拡充
　低所得世帯を対象とした「均等割」「平
等割」の軽減判定所得は、右の表 2 のと
おりに拡充します。それぞれ２割軽減、
５割軽減の軽減対象範囲が広がります。

※括弧内は令和 4 年度との比較

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

対象 全ての加入者 40 ～ 64 歳

所得割 6.6％
（変更なし）

2.5％
（変更なし）

2.2％
（変更なし）

均等割
（1 人につき）

25,800円
（変更なし）

9,600円
（変更なし）

10,700円
（変更なし）

平等割
（1世帯につき）

19,500円
（変更なし）

7,200円
（変更なし）

5,600円
（変更なし）

賦課限度額 650,000円
（変更なし）

220,000円
（200,000円）

170,000円
（変更なし）

表 1　 税率・税額および賦課限度額　

軽減割合 軽減判定の基準となる
総所得金額の合計※1

被保険者数※2が1人、
給与所得者等※3が1
人の場合

被保険者数が2人、
給与所得者等が2
人の場合

7 割軽減 43万円＋10万円×（給与
所得者等の数－1）

43万円
（変更なし）

53万円
（変更なし）

5 割軽減
43万円＋29万円×被保険
者数＋10万円×（給与所
得者等の数－1）

72万円
（71万5千円）

111万円
（110万円）

2 割軽減
43万円＋53万5,000円×
被保険者数＋10万円×

（給与所得者等の数－1）

96万5,000円
（95万円）

160万円
（157万円）

表 2 国民健康保険税の軽減

国民健康保険税
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問い合わせ先　保険年金課（内線 2265）

水 紋
川守の桜

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

　
水
道
の
使
用
料
が
突
然
増
え
た

と
き
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ

た
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
確
認
方
法

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側

は
、
漏
水
の
管
理
を
利
用
者
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
漏
水
の

確
認
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

宅
地
内
に
あ
る
水
道
の
蛇
口
を

全
て
閉
め
る
（
ト
イ
レ
や
洗
濯

機
等
も
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
）

②�

宅
地
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
開
け
る

③�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開

け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
赤
い
羽
根

の
コ
マ
）
の
回
転
の
有
無
を
確

認
す
る

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た

ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側

で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
事
業
者
一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
経
営
課
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
修
理
費
用
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

応
急
処
置

　
修
理
ま
で
の
間
に
一
時
的
に
水

漏
れ
を
止
め
る
に
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
給
湯
器
等
が
作
動
中

の
と
き
は
、
機
器
の
故
障
の
原
因

に
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

減
免
制
度

　
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
で

漏
水
し
た
分
の
料
金
は
利
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
が
、
所
定
の
条

件
全
て
に
該
当
す
る
場
合
は
料
金

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

水
道
週
間　

　
6
月
1
日
か
ら
7
日
は
水
道
週

間
で
す
。「
水
道
水　

安
心
・
安

全　
こ
れ
か
ら
も
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
今
一
度
水
道
水
の
使
い
方

を
考
え
、
水
道
水
を
た
い
せ
つ
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
課
（
内
線

２
１
６
３
）

　
応
急
手
当
を
習
得
す
る
た
め
の

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

開
催
日　
６
月
４
日
㈰
、
７
月
２

日
㈰
、
８
月
６
日
㈰
、
令
和
６
年

２
月
４
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

上
級
救
命
講
習

開
催
日　
９
月
10
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

応
急
手
当
普
及
員
講
習

開
催
日　

10
月
７
日
～
９
日（
３

日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
申
込
期
限
は
開
催
日
の
２
週
間

前
で
す
。

※
上
級
・
普
通
救
命
講
習
は
10
人

以
上
の
受
講
者
で
開
催
し
ま
す
。

定
員
は
20
人
（
先
着
順
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
救
急

指
令
課
☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１
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水
道
料
金
が
増
え
た
と
き
は

　
　
　
　
　

漏
水
チ
ェ
ッ
ク 

を

　市内で特色ある子育て支援に取り組む企業
を認証する「子育て支援企業認証・表彰制度」。
令和 4年度は、社会福祉法人恵隆会と社会
福祉法人はしまを新たに加えました。
　社会福祉法人恵隆会では、在宅勤務や時差
勤務の実施、勤務時間中に子どもたちから離
れる時間を確保し、勤務時間内での業務終了
に向けた環境整備を行っています。
　社会福祉法人はしまでは、ノー残業デーの
設定や「産休・育休復帰支援面談シート」を
活用した復帰支援を実施しています。

子育て支援企業子育て支援企業 22 社認定社認定

救

講
習

命
受
講
者

受
講
者  

募
集
募
集

特定健診、ぎふ・すこやか健診
　40 歳以上の国民健康保険加入者が対象の「特定健康診査」
と、後期高齢者医療保険加入者が対象の「ぎふ・すこやか健
診」を実施します。受診券は下表の時期に送付します。
実施期間　6 月から令和 6 年 2 月末まで
実施機関　市内の健診実施医療機関（市民病院を除く）
受診方法　�受診券と被保険者証を医療機関の窓口へ提示する　　　　　　　　　　　　　
受 診 料　500 円（受診時に医療機関の窓口で支払う）
受診結果　受診した医療機関で受け取る

問い合わせ先　保険年金課医療保険係（内線 2262）、
　　　　　　　後期高齢者医療係（内線 2267）

誕生月 発送時期
3 ⺼～6 ⺼生まれ
昭和 23 年 9 ⺼～24 年 2 ⺼生まれ

6 ⺼

7⺼～10 ⺼生まれ 8 ⺼

11⺼～2 ⺼生まれ
昭和 23 年 3 ⺼～8 ⺼生まれ

10 ⺼



市公式インスタグラムフォトコンテスト

結果発表 応募作品402点の中から、入賞された作品を発表します。
はしまる賞（＠tamayu_tamayu）は、はしまる5月号の表紙で紹介します。

天井爛漫

Go anywhere

向暑の夕焼け

桜堤

春の木漏れ日幸せのお裾分け 美濃竹鼻ふじまつり

＠ yusuke_nikko

＠ y_108880
＠ coji_coji3

＠crescentmoon1115

＠keystone1_photography

＠ the_kozens

＠masa1230373

♯羽島の魅力2022

市長
賞

優秀
賞

優秀
賞

優秀
賞

優秀
賞

優秀
賞

優秀
賞

　
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
集
会
所
な
ど

で
高
齢
者
に
対
し
て
運
動
等
の
介
護
予
防

活
動
を
行
う
団
体
に
、
運
営
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

活
動
を
補
助
す
る
主
な
要
件

①
活
動
を
３
カ
月
以
上
継
続
す
る
こ
と
②

実
施
月
に
は
２
回
以
上
、
１
回
当
た
り
90

分
以
上
活
動
す
る
こ
と
③
高
齢
者
の
平
均

参
加
者
数
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
④
参

加
者
負
担
金
を
１
人
当
た
り
１
回
１
０
０

円
以
上
徴
収
す
る
こ
と
⑤
団
体
運
営
者
の

３
人
以
上
が
、
市
が
指
定
す
る
介
護
予
防

研
修
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
手
紙
、
電
話
お
よ
び
訪
問
に
よ

る
活
動
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

開
設
準
備
経
費　
５
万
円（
初
年
度
の
み
）

活
動
経
費　
①
参
加
者
１
人
当
た
り
１
回

１
０
０
円
（
団
体
運
営
者
を
除
く
）
②
会

場
借
上
料
相
当
額
（
１
回
２
０
０
０
円
を

上
限
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課（
内

線
２
５
５
６
）

　
市
内
在
住
の
徘
徊
高
齢
者
等
の
家
族
お

よ
び
親
族
を
対
象
に
、
羽
島
市
見
守
り
Ｓ

О
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
、
市
役
所
や
警
察
で

住
所
や
氏
名
を
特
定
で
き
る
番
号
が
印
字

さ
れ
て
お
り
、
徘
徊
者
の
保
護
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
が
線
路
上
を
徘

徊
し
電
車
を
止
め
て
し
ま
う
な
ど
で
損
害

賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
、
賠
償
額
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
補
償
さ
れ
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
２
）

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
在
学
期
間

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
な
た
め
、
忘
れ

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
猶
予
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

が
利
用
で
き
ま
す
。（
２
年
を
経
過
し
た

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。）

持
ち
物　
学
生
証
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
※
本
人
以
外
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、
手
続
き
す
る
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）

　
個
人
の
市
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
市
県
民
税
の

納
め
方
に
は
、
給
与
・
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
特
別
徴
収
と
、
納
付
書
・
口
座
振
替

に
よ
っ
て
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
会
社
な

ど
の
給
与
支
払
者
が
納
税
者
に
代
わ
り
納

付
す
る
方
法
で
す
。
１
年
間
の
税
額
が
、

６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
12
回
に
分
け

て
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
給
与
所
得
等
に
係
る
市
民
税

県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書

は
、
５
月
中
旬
に
会
社
な
ど
の
給
与
支
払

者（
特
別
徴
収
義
務
者
）に
郵
送
し
ま
す
。

お
勤
め
の
人
は
、
会
社
な
ど
の
給
与
担
当

者
を
通
し
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
月
16
日
以
降
に
申
告
書
を
提

出
し
た
人
に
は
、
７
月
分
以
降
の
市
県
民

税
額
に
つ
い
て
、
変
更
等
の
処
理
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
税
額
が
変
更
と
な
る
人
に
は
、
税
額
変

更
通
知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）

　
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
下
水
道
整
備
に
よ
り
対
象
地
域
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
建
物

・
自
己
の
居
住
専
用
住
宅
（
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
自
己
の
居
住
部
分
の
み
）

補
助
金
の
上
限
額

・
５
人
槽　
33
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽　
41
万
４
０
０
０
円

・
10
人
槽　
54
万
８
０
０
０
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
内

線
２
１
２
２
）

　
各
地
区
が
管
理
す
る
共
同
墓
地
に
つ
い

て
、
墓
地
管
理
者
を
選
任
ま
た
は
変
更
し

た
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課（
内

線
２
１
９
２
）

市
県
民
税　

給
与
か
ら
の
特
別

徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
を
発
送

5
月
の

お
し
ら
せ

地
域
住
民
主
体
の

介
護
予
防
活
動
費
を
補
助

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

墓
地
管
理
者（
変
更
）届
の
提
出

徘
徊
高
齢
者
等
へ
の
支
援

浄
化
槽
設
置
者
に
補
助
金
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が
ん
を
発
症
し
治
療
を
受
け
た
人
に
対

し
て
、
医
療
用
補
正
具
（
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
＝
全
頭
用
、
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・�

補
正
具
を
購
入
し
た
日
お
よ
び
申
請
時

に
羽
島
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

・�

が
ん
の
治
療
（
手
術
、
薬
物
治
療
、
放

射
線
治
療
等
）
を
受
け
た
人
、
ま
た
は

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・�

申
請
を
行
う
補
正
具
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
お
よ
び
県
内
市
町
村
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
人

助
成
対
象　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ（
全
頭
用
）

と
装
着
に
必
要
な
頭
皮
保
護
用
の
ネ
ッ
ト

の
購
入
費
用
、
乳
房
補
正
パ
ッ
ド
ま
た

は
人
工
乳
房
と
こ
れ
ら
を
固
定
す
る
下
着

の
購
入
費
用

助
成
回
数　
補
正
具
の
種
類
ご
と
に
１
台

ず
つ
１
回

助
成
金
額　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
か
ら

１
０
０
０
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
（
上

限
２
万
円
）

申
請
方
法　
補
正
具
を
購
入
し
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
必
要
書
類
を
子
育
て
・
健
幸

課
へ
提
出
（
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に

購
入
し
た
物
が
対
象
）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
３
）

　
令
和
６
年
羽
島
市「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

記
念
式
典
は
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
予
定
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
令
和
５
年
は
学
校

区
別
の
分
散
開
催
で
し
た
が
、
令
和
６
年

は
全
学
校
区
午
前
１
回
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
令
和
６
年
１
月
７
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
受
付
開
始

対
象　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
現
在
市
内
に
住
民
登
録
が
な
く
て
も
、

該
当
期
間
に
生
ま
れ
、
市
内
小
中
学
校
の

卒
業
生
等
で
参
加
を
希
望
す
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。
８
月
以
降
に
生
涯
学
習
課
へ

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
校
区
別
交
流
会
は
市
外
中
学
校
等
の
卒

業
生
で
も
、
希
望
す
る
校
区
の
交
流
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
５
）

　
石
綿
読
影
の
精
度
に
係
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

資
格　
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳
以
上

の
人

実
施
内
容　

石
綿
ば
く
露
に
関
す
る
問

診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
（
肺
が
ん
検
診
）

検
診
場
所　
市
民
病
院

実
施
期
間　
6
月
〜
8
月

費
用　
無
料
（
所
定
検
査
以
外
は
自
己
負

担
あ
り
）

申
込
期
限　
6
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
3
）

　

桜
堤
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
桑
原
町
小
薮
）

で
水
防
演
習
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
14
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

問
い
合
わ
せ
先　
土
木
監
理
課
（
内
線
２

１
１
６
）

医
療
用
補
正
具
の
購
入
費
を
補
助

　
口
腔
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
肺
炎
等
の

疾
患
の
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
口
腔
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

実
施
場
所　
羽
島
市
・
岐
南
町
・
笠
松
町

の
健
診
実
施
歯
科
医
院（
受
診
券
に
記
載
）

※
歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
自
宅
等
で
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
６
月
１
日
〜
令
和
6
年
２
月

29
日（
実
施
歯
科
医
院
の
診
療
日
に
限
る
）

料
金　
３
０
０
円

受
診
方
法　
歯
科
医
院
に
予
約
の
上
、
受

診
券
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
受
診

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

　
田
植
え
の
時
期
が
近
づ
き
、
用
水
の
通

水
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の
事
故
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
羽
島
用
水
管
内
の
配
水
日
程
は
、
羽
島

用
水
総
代
ま
た
は
農
事
改
良
組
合
長
に
、

桑
原
用
水
管
内
の
配
水
日
程
は
、
南
部
か

ん
が
い
事
業
運
営
委
員
ま
た
は
農
事
改
良

組
合
長
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

通
水
期
間　
羽
島
用
水
管
内
＝
４
月
21
日

～
３
月
31
日
▽
桑
原
用
水
管
内
＝
５
月
29

日
〜
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先　
農
政
課
（
内
線
２
６
５

1
）

　
市
内
に
住
所
か
事
業
所
が
あ
り
、
1
年

以
上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

資
金
を
融
資
し
ま
す
。

融
資
限
度
額　
１
２
０
０
万
円

年
利
率　
０
・
75
％

利
子
補
給　
無
し

保
証
料　
０
・
45
～
1
・
9
％
（
返
済
後

に
全
額
助
成
）

返
済
期
間　

10
年
以
内
（
運
転
資
金
は
5

年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
2

６
１
３
）

　
小
児
が
ん
治
療
で
造
血
幹
細
胞
の
移
植

（
骨
髄
移
植
等
）
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
定
期
の
予
防
接
種
で
得
た
免
疫
が
低

下
し
、
予
防
接
種
の
再
接
種
が
必
要
と

な
っ
た
人
に
再
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・�

再
接
種
を
受
け
る
日
、
申
請
日
に
羽
島

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

・�

造
血
幹
細
胞
の
移
植
（
骨
髄
移
植
等
）

に
よ
り
再
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
医
師

が
認
め
る
人

・�

接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
接
種
回

数
・
接
種
間
隔
が
、
予
防
接
種
実
施
規

則
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・�

被
接
種
者
・
保
護
者
が
他
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額　

予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

（
再
接
種
し
た
年
度
に
お
け
る
羽
島
市
の

同
一
予
防
接
種
の
委
託
料
単
価
が
上
限
）

申
請
方
法　
再
接
種
を
行
う
前
に
必
要
書

類
を
持
参
し
、
子
育
て
・
健
幸
課
へ
申
請

（
対
象
と
な
る
か
迷
う
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
4
）

　
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
５
類
感
染
症
に
位

置
付
け
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
同
日

以
降
、当
該
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
は
、

傷
病
手
当
金
の
支
給
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
適
用
期
間
を
満
た
す
場
合
、
５
月
８
日

以
降
で
も
申
請
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

が
、お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

対
象
者　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
給

与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
人
ま

た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ

れ
る
人
で
、
会
社
等
へ
出
勤
で
き
ず
に
給

与
収
入
が
減
少
し
た
人

支
給
額　
１
日
当
た
り
の
支
給
額
×
支
給

対
象
日
数　
※
１
日
当
た
り
の
支
給
額
＝

直
近
の
継
続
し
た
３
カ
月
間
の
給
与
等
収

入
の
合
計
額
／
就
労
日
数
×
２
／
３
（
上

限
あ
り
）

支
給
対
象
日
数　
仕
事
を
休
ん
だ
期
間
の

う
ち
４
日
目
以
降
の
日
数

申
請
方
法　
申
請
書
に
事
業
主
や
医
療
機

関
記
入
用
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
（
郵

送
可
）
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医

療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）、
後
期
高

齢
者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

　
５
月
は
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

付
月
で
す
。納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す
。

　
税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振
替
が

お
す
す
め
で
す
。
登
録
し
た
口
座
か
ら
、

振
替
納
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

３
）

石
綿
検
診
の
案
内

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5 月 14 日 ( 日 )・28 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分～正午 ( 市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務
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田
植
え
用
水　

通
水
開
始

14

は
し
ま
・
さ
わ
や
か
口
腔
健
診

傷
病
手
当
金
の
適
用
期
間
は

５
月
７
日
ま
で

水
防
演
習
の
開
催

 

二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い 

記
念
式
典

税
・
料
の
納
付

羽
島
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
融
資

期日 活動課題・内容

6 ⺼ 開校式（市福祉ふれあい会館）
7 ⺼ 環境問題に関する管外研修（アクアトト・ぎふ）
8 ⺼ 健康づくり　健康体操
10 ⺼ 伝統文化継承に関する管外研修（可児市）

11 ⺼

ふるさとづくり運動岐阜県大会（岐阜市）
食品ロス削減・エコクッキング

岐阜地区生活学校交流研修会（岐阜市）
12 ⺼ 伝統文化継承　しめ縄づくり

令和 6 年 1 ⺼ 小物づくり
2 ⺼ 閉校式

羽島中央生活学校の参加者募集

　私たちの身の回りにあるテーマを取り上げて学習します。
安心・安全な暮らしについて一緒に考えませんか。

※活動内容は変更になる場合があります。
場所　市福祉ふれあい会館、市内コミュニティセンター等
年会費　1,000 円
申込期限　5 月 26 日（金）
申し込み・問い合わせ先　羽島中央生活学校事務局
　　　　　　　　　　　　（市民協働課内・内線 2312）

小
児
が
ん
患
者
ワ
ク
チ
ン

再
接
種
費
用
を
助
成

相続登記の義務化
　令和6年4月1日から相
続登記が義務化されます。
　岐阜地方法務局では、相
続に関する法律・制度を紹
介する動画を配信してい
ますので、ぜひご確認くだ
さい。
問い合わせ先
岐阜地方法務局
☎（245）3182

交通安全運動
　5月11日～20日は
春の全国交通安全運
動期間です。また、20
日は交通事故死亡ゼ
ロを目指す日です。
交通事故に注意する
とともに、思いやり
のある運転やシート
ベルトの着用を心が
けましょう。
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講
師
に
な
り
た
い
・
講
師
と
し

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い

人
、
講
座
の
企
画
や
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
６
月
７
日
㈬
午
後
２
時

～　
●
参
加
費
＝
５
０
０
円　
●

場
所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
申
込
期
限
＝
５
月
31
日
㈬　
●

詳
し
く
は
、
生
涯

学
習
課
（
内
線
６

１
３
３
）
へ

企
画
展
「
私
の
青
春
を
彩
っ
た
名

作
映
画　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

●
期
間
＝
６
月
18
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
旗
本
退
屈
男　

謎

の
珊
瑚
屋
敷
」

●
日
時
＝
５
月
13
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
布
切
り
絵

展
」
伊
藤
泰
弘
さ
ん
（
名
古
屋
市
）

●
期
間
＝
５
月
21
日
㈰
ま
で

古
門
書
学
習
会

●
開
催
日
＝
５
月
～
令
和
6
年

３
月
の
第
４
土
曜
日
（
全
11
回
）　

●
要
申
し
込
み
（
途
中
参
加
可
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
８
日
㈪
・
15
日

㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
、
6
月
5

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
5
月
17
日
㈬
午
前
10
時

30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
5
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

◇
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
6
時

◇
休
館
日
＝
５
月
1
日
㈪
・
８
日

㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
・

31
日
㈬
、
6
月
5
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
日
時
＝
5
月
18
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
15
組　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
会
員

優
先
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
市
民
協
働
課
内・

内
線
２
３
１
２
）
へ

所
蔵
品
展
「
画
家
た
ち
の
１
９
５

０
年
代
」

　
1
9
5
0
年
代
を
切
り
口
に
、

矢
橋
六
郎
、
斎
藤
義
重
、
熊
谷
守

一
な
ど
同
時
代
を
生
き
た
作
家
た

ち
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
＝
６
月
４
日
㈰
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
開
館
５
周
年　

展
覧
会
ポ
ス

タ
ー
展
示

●
期
間
＝
展
覧
会
の
期
間
中

②
学
芸
員
に
よ
る
展
覧
会
ガ
イ
ド

●
日
時
＝
５
月
10
日
㈬
・
27
日
㈯

の
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

●
定
員
＝
各
回
５
人　

③
「
イ
メ
ー
ジ
」
か
ら
「
か
た
ち
」

を
つ
く
ろ
う

●
講
師
＝
今
井
田
一
已
館
長　
●

日
時
＝
５
月
７
日
㈰
・
26
日
㈮
の

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
●

定
員
＝
各
回
６
人
※
高
校
生
以
上

④
い
ろ
と
り
ど
り
に
え
が
こ
う

●
講
師
＝
小
畑
恭
子
氏　
●
日
時

＝
５
月
20
日
㈯
・
31
日
㈬
の
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　
●
定
員

＝
各
回
６
人
※
小
学
生
以
上

※
い
ず
れ
も
参
加
無
料
で
す
が
、

別
途
入
館
料
が
必
要
。（
②
・
③
・

④
は
要
事
前
申
し
込
み
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
5
月
8
日
㈪
・
15
日

㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

●
日
時
＝
６
月
４
日
㈰
午
後
12
時

30
分
～　
●
場
所
＝
岐
南
町
中
央

公
民
館　
●
参
加
料
＝
無
料　
●

詳
し
く
は
、子
育
て・健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）
へ

●
日
時
＝
6
月
8
日
～
令
和
6
年

3
月
の
毎
週
木
曜
日
（
全
28
回
）

午
前
10
時
～
正
午　
●
場
所
＝
福

祉
ふ
れ
あ
い
会
館　
●
定
員
＝
10

人　
●
詳
し
く
は
、
視
覚
障
害
者

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
☎
（
２

６
３
）
１
３
１
０
へ

●
人
員
＝
４
人
予
定（
20
歳
以
上
）　

●
委
嘱
期
間
＝
7
月
１
日
～
令
和

６
年
6
月
30
日　
●
応
募
期
間
＝

５
月
８
日
～
12
日　

●
詳
し
く

は
、
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
☎

（
２
５
１
）
１
３
２
６
へ

 

公
募
委
員

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

ガイド
  月の5

催

し

募

集

 
国
際
交
流
協
会

 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

♨今月の羽島温泉の休館日　5 月 6 日 ( 土 )・15 日 ( 月 )・25 日 ( 木 )
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シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
講
師
養
成
講
座

健康診査
（検診）名 内容 対象者

（市内に住民票がある人に限る） 実施期間 受診方法 費用

骨粗しょう症
検診

・問診
・骨量測定
・結果説明

以下の年齢に該当する女性
・40歳（昭和57年4月1日～58年3月31日生まれ）
・45歳（昭和52年4月1日～53年3月31日生まれ）
・50歳（昭和47年4月1日～48年3月31日生まれ）
・55歳（昭和42年4月1日～43年3月31日生まれ）
・60歳（昭和37年4月1日～38年3月31日生まれ）
・65歳（昭和32年4月1日～33年3月31日生まれ）
・70歳（昭和27年4月1日～28年3月31日生まれ） ６月1日

～
12月31日

受診券を持参
の上、実施医療
機関を受診

CXD法、DIP法、
SXA法、DXA法、

pQCT法
700円

超音波法
600円

DXA法（腰椎）
1,000円

肝炎ウイルス
検診

・問診
・血液検査
・結果説明

40歳以上（昭和58年3月31日以前の生まれ）で
過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない
人

受診券を持参
の上、実施医
療機関を受診

（41歳以上の
人は12月15日

（金）までに子
育て・健幸課へ
申し込む。40
歳の人は申し
込み不要）

HCV抗体検査・
HBs抗原検査

1,000円

HCV抗体検査のみ
900円

HBs抗原検査のみ
800円

青壮年期
歯科健康診査

・問診
・歯の状態
・歯肉の状態
・口腔粘膜の状態
・歯口清掃状態
・歯石付着状態
・歯科保健指導
・口腔機能評価
（60・65・70歳）

以下の年齢に該当する人
・20歳（平成15年4月2日～16年4月1日生まれ）
・30歳（平成5年4月2日～6年4月1日生まれ）

6月1日

～
令和6年

2月29日

歯科医院に電話
予約の上、受診
券を持参し受診

500円

成人歯科
健康診査

・40歳（昭和57年4月1日～58年3月31日生まれ）
・45歳（昭和52年4月1日～53年3月31日生まれ）
・50歳（昭和47年4月1日～48年3月31日生まれ）
・55歳（昭和42年4月1日～43年3月31日生まれ）
・60歳（昭和37年4月1日～38年3月31日生まれ）
・65歳（昭和32年4月1日～33年3月31日生まれ）
・70歳（昭和27年4月1日～28年3月31日生まれ）
※ただし、自分の歯が1本以上ある人

5 月下旬に受診券を送付

健康診査・検診を実施
　健康診査・検診を下表のとおり実施します。対象者に受診券
を送付しますので、実施医療機関、費用、受診方法を確認の上
受診してください。受診券がないと受けられません。

注意事項
・各健康診査・検診は、1 人 1 回のみ受診できます。受診券は送付された本人のみ利用できます。
・自身の体調や周囲の状況をじゅうぶんに考慮した上で受診してください。
・生活保護世帯の人は無料です。検診を受ける前に必ず子育て・健幸課へご連絡ください。
　（各健康診査・検診終了日の 1 カ月前まで）
・令和 5 年 3 月 31 日時点で 40 歳以上 5 歳刻みの年齢に達する人は、肝炎ウイルス検診の費用が無料です。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）

 

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

 

図
書
館

委員名 公共交通会議公募委員 環境審議会委員
募集人員 3 人 2 人

資格 市内に１年以上居住し、平日昼間の会議に参加でき、他の付
属機関等の委員・市議会議員・市職員でない人

報酬 1回の出席につき 6,000 円

任期 6 月24日～
令和 7 年 6 月23日

7 月1日～
令和 7 年 6 月30日

募集期間 5 月8日～ 19日

問い合わせ先 生活安全課（内線2153） 生活環境課（内線2123）

 

歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ス

マイナポイント 期限延長
　マイナポイントの申込期限が9月
末まで延長されました。2 月末まで
にマイナカードを申請した人で、マ
イナポイントの申請がまだの人は、
期限までにお申し込みください。
問い合わせ先　商工観光課（内線 2612）

そ
の
他

申し込み
フォーム

 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

インボイス制度説明会
　事業者向けの説明会を開催します。
日時　5月 15日（月）、6月 13日（火）
　　　各日午前10時～ 11時、午後 2時～ 3時 30分
　　　※午後は免税事業者向け
会場　岐阜南税務署（岐阜市加納清水町4-22-2）
予約・問い合わせ先　岐阜南税務署☎ 271（7116）



日時　6月 17日 (土)	 午前の部　午前11時30分～
	 	 	 午後の部　午後 3時～
入場料  S 指定席 6,000 円、A 指定席 5,000 円　
　　　　（3 歳以上有料・2 歳以下はひざ上のみ無料）
出演　すっちー、大木こだまひびき、村上ショージ、
　　　テンダラー、くまだまさし、スカチャン、Everybody	
　　　（変更になる場合があります）

日時　7 月 9 日 (日)午後2時～

入場料  1 階席 4,000 円、
	 2 階席 3,500 円

チケット発売日
　電話予約　5月 13日（土）午前 9時～
　来館販売　5月 14日（日）午前 9時～
※友の会会員は各 1週間前から予約販売開始します。
休館日 5月2日（火）・9日（火）・16日（火）・23日（火）・30日（火）

明宝ハム PRESENTS
吉本新喜劇＆バラエティショー IN 岐阜羽島

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

種別 相談日 時間

行政相談 6 月1日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 5 月10 日・26 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 6 月 5 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 5 月19 日、6 月 2 日 13：00~16：00

人権相談 5 月11日、6 月1日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 6 月 7 日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 5 月17 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 5 月 24 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 6 月 20 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

はしマイスター特集

広東もなさん著作

　羽島市出身、市内を中心に活動するクリエイター・
漫画家　広東もなさん。代表作「肉まん先生」は、「4
年の科学」（学研発行）にも連載されていました。
　「はしマイスター」に認定された後も、シティセー
ルス推進 4 コマ漫画制作や、選挙のキャラクターご当
地めいすいくんのデザインを手掛けるなど、活動の幅
を広げています。

「肉まん先生」誕生 20 周年に合わせて発売
　「肉まん先生」は、学研発行の学年誌「4 年の科学」
の表紙を飾り、誌面でも長く連載され、たくさんの小
学生に親しまれてきました。その「肉まん先生」の誕
生から 20 周年を迎え、絵本になりました。
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「肉まん先生」オリジナル絵本
4 月 29 日に発売

広東もなさん
Instagram

はしま寄席 春風亭昇太・桂宮治 落語会

チケット好評発売中

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　

国
は
２
０
２
２
年
度
の
「
骨
太
の
方
針
」

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
行
っ
て
き
た
地
方
へ
の
財
政
移
転
に
つ

い
て
、
内
容
や
成
果
を
検
証
。
感
染
収
束

後
、
速
や
か
に
地
方
財
政
の
歳
出
構
造
を
平

時
に
戻
す
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
非
常

時
に
お
け
る
財
政
支
出
が
平
常
時
に
戻
っ
た

後
も
、
元
の
水
準
に
は
戻
ら
な
い
事
態
と
な

る
こ
と
を
警
戒
し
た
指
摘
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　
わ
が
国
で
は
、
同
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
発
生
以
降
、
補
正
予
算
を
含
み
、
異
例
の

規
模
と
も
い
え
る
コ
ロ
ナ
関
連
予
算
が
組
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
ん
延
期
に
は
、
感
染
症

対
策
費
を
投
入
。
22
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の

補
正
予
算
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
起

因
す
る
原
油
価
格
や
、
物
価
高
騰
へ
の
対
策

に
予
算
が
充
当
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
予
算
や

経
済
対
策
は
22
年
末
か
ら
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
に
転
化
し
た
の
で
す
。

　
そ
の
一
方
、
地
方
は
23
年
に
入
っ
て
か
ら

も
８
波
の
影
響
を
受
け
、
医
療
現
場
や
福
祉

施
設
等
が
、
緊
迫
し
た
状
況
に
置
か
れ
て
き

ま
し
た
。
自
治
体
が
続
け
て
き
た
コ
ロ
ナ
対

策
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
感
染
予
防
や
拡
大
抑
制
に
関
す
る
、
医
療

現
場
対
策
と
公
衆
衛
生
対
策
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
、
事
業

者
や
社
会
的
弱
者
の
方
に
対
す
る
補
償
・
支

援
対
策
等
の
社
会
経
済
対
策
。

③
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
円
滑
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
通
常
業
務
体
制
の
確
保

と
、
首
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

　
こ
の
う
ち
①
と
③
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
経
験
値
を
踏
ま
え
、
緊
急
時
に
は

速
や
か
に
対
応
で
き
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
、
自
治
体
が
注
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
②
の
社
会
経
済
対
策

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
一
時
的
な
特
別
定
額
給

付
金
の
ほ
か
、
各
種
の
貸
付
金
や
支
援
制
度

が
特
例
的
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

甚
大
な
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
生
活
的
に

困
窮
す
る
方
の
数
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
連
の
社
会
経
済

対
策
が
、一
定
の
効
果
を
挙
げ
た
証
左
で
す
。

　
し
か
し
各
制
度
の
申
請
は
終
了
し
、
貸
付

金
に
つ
い
て
は
償
還
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

電
気
・
ガ
ス
、
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
は
、

広
い
所
得
層
へ
の
生
活
不
安
を
高
め
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
地
域
活
動
も
停
滞
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
希
薄
化
し
ま
し

た
。
羽
島
市
に
お
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
の

引
き
こ
も
り
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
は
、
将
来
負
担
を

残
さ
な
い
持
続
可
能
性
に
視
点
を
置
き
、
公

平
性
を
追
求
す
る
経
営
姿
勢
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
持
続
可
能
性
と
は
、
現
状
維

持
を
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
役

世
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

も
羽
島
市
が
行
っ
て
き
た
財
源
性
、合
理
性
、

効
率
性
、
発
展
性
、
持
続
性
の
5
つ
の
視
点

に
公
平
性
を
追
加
。
適
時
的
確
に
軌
道
修
正

し
な
が
ら
、
将
来
世
代
の
選
択
肢
を
豊
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

第
103
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
す
」



期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

5 月 3 日
(水)

青山内科（竹鼻町）
☎（392）3821

いわさ歯科（正木町）
☎（391）4182

5 月 4 日
(木)

浅野内科こどもクリニック（福寿町）
☎（393）2811

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

5 月 5 日
(金)

あさこうクリニック（福寿町）
☎（391）1133

糸井川歯科医院（竹鼻町）
☎（391）5819

5 月 7 日
(日)

あまきクリニック（竹鼻町）
☎（394）1278

わたなべ歯科クリニック（竹鼻町）
☎（393）1184

5 月 14 日
(日)

羽島皮膚科・内科（竹鼻町）
☎（392）1226

浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

5 月 21 日
(日)

いのうえ小児科クリニック（竹鼻町）
☎（392）8808

糸井川歯科医院（竹鼻町）
☎（391）5819

5 月 28 日
(日)

いのうえ整形外科（江吉良町）
☎（394）1355

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

6 月 4 日
(日)

岩佐医院（正木町）
☎（392）8888

いわさ歯科（正木町）
☎（391）4182

父：田口昂平さん　母：香澄さん　〔福寿町〕 応募はコチラ 父：髙橋光司さん　母：エクセルフェイさん　〔正木町〕

（
０
歳
７
カ
月
）

休日急病診療問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 5 月 9 日 (火)・23 日 (火) 9：00 ～ 11：30

（受付）

離乳食教室（初中期）
【5 カ月前後の児】 5 月 16 日 (火) 9：45 ～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【2 年 11 月・3 年 5 月生まれ】
5 月 25 日 (木) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 5 月 29 日 (月) 13：30 ～ 15：30

胃がん検診
（医療機関委託）

【50 歳以上】

令和 6 年 2 月 29 日(木)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）

【40 歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所　保健センター　予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

■人口 66,729 人（－ 191）・男 32,901 人・女 33,828 人
■世帯数 27,660 世帯（＋ 486） 令和 5 年 4 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram

発行／羽島市役所　編集／市長室秘書広報課　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55 ☎（392）1111
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月
）

特定のがん検診で使用できる無料クーポンを送付
対象者はクーポン券が届いてから受診してください。
対象者　子宮頸がん検診　平成 14 年 4 月 2 日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　15 年 4 月 1 日生まれの女性
　　　　乳がん検診　　　昭和 57 年 4 月 2 日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　58 年 4 月 1 日生まれの女性


